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述
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表
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子 
 

 

  
 
 
 

 

一 

は
じ
め
に 

  

中
世
に
お
け
る
女
人
往
生
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
文
学
分
野
の
み
な
ら
ず
、
宗

教
史
・
思
想
史
を
は
じ
め
民
俗
学
や
芸
能
分
野
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
研
究
の

俎
上
に
上
げ
ら
れ
、
そ
の
研
究
の
蓄
積
は
膨
大
で
あ
る
。
そ
の
中
で
も
、
先
行
研

究
を
概
観
す
る
に
、
『
平
家
物
語
』
に
描
か
れ
る
女
人
往
生
、
特
に
、
祇
王
・
祇

女
・
仏
・
閉
及
び
建
礼
門
院
の
往
生
の
記
述
に
つ
い
て
、
個
々
に
取
り
上
げ
ら
れ

る
こ
と
が
圧
倒
的
に
多
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
『
平
家
物
語
』
全
体

か
ら
女
人
往
生
の
記
述
を
論
じ
た
も
の
は
多
い
と
い
え
ず
、
主
な
も
の
と
し
て
、

覚
一
本
を
中
心
に
考
察
し
た
服
部
幸
造
氏
（

1
）

、
延
慶
本
を
中
心
に
考
察
し
た
横

山
知
恵
氏
（

2
）

及
び
朴
知
恵
氏
（

3
）

の
ご
論
が
確
認
さ
れ
る
。 

先
般
、
稿
者
は
「
『
平
家
物
語
』
は
女
人
往
生
を
ど
の
よ
う
に
描
い
て
い
る
か
」

と
い
う
題
目
で
執
筆
す
る
機
会
を
得
た
（

4
）

。
覚
一
本
・
延
慶
本
と
い
う
、
『
平

家
物
語
』
研
究
に
お
い
て
重
要
視
さ
れ
て
き
た
一
本
に
お
け
る
女
人
往
生
に
つ
い

て
は
、
先
学
に
よ
り
そ
の
特
徴
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
た
め
、
拙
稿
で
は
、
多

様
な
諸
本
を
持
ち
多
様
な
女
人
往
生
を
記
す
『
平
家
物
語
』
に
つ
い
て
、
諸
本
を

俯
瞰
的
に
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
表
現
特
徴
の
一
端
を
捉
え
た
。
し
か
し
、

紙
幅
の
都
合
上
、
具
体
的
に
そ
の
根
拠
と
な
る
本
文
を
取
り
上
げ
る
ま
で
に
は
至

ら
な
か
っ
た
。
加
え
て
、
原
稿
執
筆
に
際
し
、
事
前
に
行
っ
た
研
究
会
発
表
で
（

5
）
、

『
平
家
物
語
』
に
お
け
る
女
人
往
生
の
記
述
を
一
覧
で
き
る
資
料
の
貴
重
性
に
つ

い
て
評
価
が
得
ら
れ
た
こ
と
も
、
本
稿
を
成
す
一
因
で
あ
る
。 

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
平
家
に
ま
つ
わ
る
文
芸
テ
ク
ス
ト
の
展
開
の
一
様
相
を

解
明
す
る
た
め
の
一
助
と
し
て
、
『
平
家
物
語
』
諸
本
に
記
さ
れ
る
女
人
往
生
の

言
説
を
、
人
物
・
場
面
ご
と
に
突
き
合
わ
せ
ら
れ
る
よ
う
に
し
な
が
ら
整
理
し
て

い
き
た
い
。
な
お
、
本
稿
は
、
『
平
家
物
語
』
諸
本
の
言
説
を
等
価
に
並
べ
る
ス

タ
ン
ス
を
と
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
そ
の
配
列
意
図
は
、
諸
本
の
前
後
関
係
や
、

各
本
の
全
編
の
特
徴
を
追
究
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
、
ご
了
承
い

た
だ
き
た
い
。 

  
 

 
 

 

二 

『
平
家
物
語
』
に
お
け
る
女
人
往
生
概
観 

 

先
行
研
究
を
も
と
に
、
『
平
家
物
語
』
に
登
場
す
る
女
人
の
う
ち
、
往
生
し
た

と
指
摘
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
、
便
宜
上
、
覚
一
本
に
お
け
る
登
場
人
物
順
に
、

一
部
は
グ
ル
ー
プ
と
し
て
ま
と
め
つ
つ
、
A
か
ら
I
の
記
号
で
表
す
と
、
以
下
の

通
り
で
あ
る
。 

 
 

A 

祇
王
・
祇
女
・
仏
・
閉 
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三 

『
平
家
物
語
』
に
お
け
る
女
人
往
生
に
関
す
る
表
現
に
つ
い
て 

 

〔
凡
例
〕 

＊
『
平
家
物
語
』
の
底
本
は
以
下
の
通
り
。 

【
覚
】
日
本
古
典
文
学
大
系 

【
流
】
『
平
家
物
語 

改
訂
版
』
梶
原
正
昭
校
注
（
お
う
ふ
う
、
一
九
九
五
年
） 

【
百
】
新
潮
日
本
古
典
集
成 

【
屋
】
『
屋
代
本 

高
野
本 

対
照 

平
家
物
語
』
（
新
典
社
、
一
九
九
〇
～
九
三

年
） 

【
中
】
『
校
訂 

中
院
本
平
家
物
語
』
（
三
弥
井
書
店
、
二
〇
一
〇
～
一
一
年
） 

【
延
】
『
延
慶
本 

平
家
物
語 

本
文
篇
』
（
勉
誠
社
、
一
九
九
〇
年
） 

【
長
】
『
長
門
本 

平
家
物
語
』
（
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
四
～
〇
六
年
） 

【
四
】
『
訓
読 

四
部
合
戦
状
本
平
家
物
語
』
（
有
精
堂
出
版
、
一
九
九
五
年
） 

な
お
「
祇
王
」
に
関
し
て
は
「
平
家
族
伝
抄
」
『
四
部
合
戦
状
本 

平

家
物
語
』
（
汲
古
書
院
、
一
九
九
七
年
） 

【
盛
】
巻
四
二
ま
で
『
源
平
盛
衰
記
』
（
三
弥
井
書
店
、
一
九
九
一
～
二
〇
一

五
年
） 

巻
四
三
か
ら
『
源
平
盛
衰
記
』
（
国
民
文
庫
刊
行
会
、
一
九
〇
九
年
） 

 

A 

祇
王
・
祇
女
・
仏
・
閉 

 

【
覚
】
四
人
一
所
に
こ
も
り
ゐ
て
、
あ
さ
ゆ
ふ
仏
前
に
花
香
を
そ
な
へ
、
よ

ね
ん
な
く
ね
が
ひ
け
れ
ば
、
ち
そ
く
こ
そ
あ
り
け
れ
、
四
人
の
あ
ま

ど
も
皆
往
生
の
そ
く
は
い
を
と
げ
け
る
と
ぞ
聞
え
し
。
さ
れ
ば
後
白

河
の
法
皇
の
ち
や
う
が
う
だ
う
の
く
は
こ
ち
や
う
に
も
、
祇
王
・
祇

女
・
ほ
と
け
・
と
ぢ
ら
が
尊
靈
と
、
四
人
一
所
に
入
ら
れ
け
り
。
あ

は
れ
な
り
し
事
ど
も
な
り
。
（
巻
一
） 

【
流
】
四
人
一
所
に
籠
り
居
て
、
朝
夕
佛
前
向
ひ
、
花
香
を
供
へ
て
、
他
念

な
く
願
ひ
け
る
が
、
遲
速
こ
そ
有
（
り
）
け
れ
、
皆
往
生
の
素
懷
を

遂
（
げ
）
け
る
と
ぞ
聞
え
し
。
さ
れ
ば
彼
の
後
白
河
の

法
皇
の
長
講
堂

の
過
去
帳
に
も
、
妓
王
・
妓
女
・
佛
・
と
ぢ
等
が
尊
靈
と
、
四
人
一

所
に
被
レ

入
た
り
。
難
レ

有
か
り
し
事
ど
も
也
。
（
巻
一
） 

【
百
】
四
人
一
所
に
こ
も
り
ゐ
て
、
朝
夕
仏
の
ま
へ
に
花
香
を
そ
な
へ
、
余

念
も
な
く
ね
が
ひ
け
れ
ば
、
遅
速
こ
そ
あ
り
け
れ
ど
も
、
四
人
の
尼

ど
も
み
な
往
生
の
素
懐
を
と
げ
け
る
と
ぞ
聞
こ
え
し
。
さ
れ
ば
後
白

河
の
法
皇
の
長
講
堂
の
過
去
帳
に
も
、
「
義
王
、
義
女
、
仏
、
と
ぢ

が
尊
霊
」
と
四
人
一
所
に
入
れ
ら
れ
け
り
。
あ
は
れ
な
り
し
こ
と
ど

も
な
り
。
（
巻
一
） 

【
屋
】
一
庵
室
ニ
閉
籠
リ
、
日
夜
朝
暮
ニ
不
レ

懈
、
花
香
ヲ
備
ヘ
、
一
心
ニ
弥

陀
ヲ
念
シ
ケ
レ
ハ
、
遅
速
コ
ソ
有
ケ
レ
ト
モ
、
四
人
ノ
尼
共
、
遂
ニ

往
生
ノ
素
懐
ヲ
遂
ケ
ル
ト
ソ
聞
ヘ
シ
。
入
道
相
国
仏
御
前
ヲ
失
テ
、

手
ヲ
分
テ
被
レ

尋
ケ
レ
共
無
リ
ケ
レ
ハ
、
「
一
定
入
道
カ
仏
ハ
、
天
狗

ニ
被
レ

取
タ
リ
」
ト
ソ
宣
ケ
ル
。
遙
ニ
在
テ
聞
出
サ
レ
タ
リ
ケ
レ
共
、

「
左
様
ニ
思
立
テ
浮
世
ヲ
厭
ハ
ン
者
ヲ
、
中
々
兎
角
云
ニ
不
レ

及
」
ト

テ
、
其
後
ハ
尋
モ
無
リ
ケ
リ
。
サ
レ
ハ
後
白
河
法
王
ノ
長
講
堂
ノ
過

去
帳
ニ
、
「
義
王
、
義
女
、
仏
、
閉
等
ガ
尊
霊
」
ト
、
四
人
一
所
ニ

入
セ
給
ケ
リ
ト
聞
ヘ
ケ
ル
ソ
忝
ナ
キ
。
（
抜
書
） 

【
中
】
四
人
ひ
と
つ
あ
ん
し
つ
に
念
仏
し
て
、
た
か
ひ
に
わ
う
し
や
う
を
い

の
り
け
る
に
、
ち
そ
く
の
ふ
た
う
こ
そ
あ
り
け
れ
と
も
、
つ
ゐ
に
わ

う
し
や
う
の
そ
く
わ
い
を
、
と
け
ら
る
と
そ
う
け
た
ま
は
る
、
入
道

B 

鳥
羽
刑
部
左
衛
門
妻
母
（
袈
裟
御
前
の
母
） 

C 

小
督 

D 
皇
嘉
門
院 

E 

宇
佐
神
宮
神
官
娘 

F 

巴 

G 

千
手
前 

H 

建
礼
門
院 

I 

阿
波
内
侍
・
大
納
言
佐 

次
に
、
対
象
と
し
た
『
平
家
物
語
』
諸
本
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
な
お
、
後

掲
の
〔
表
〕
に
お
け
る
各
本
の
略
称
を
、
墨
付
き
括
弧
内
に
一
文
字
で
示
す
。 

◎
語
り
本
系 

〔
一
方
系
〕
覚
一
本
【
覚
】 

流
布
本
【
流
】 

〔
覚
一
本
周
辺
の
本
文
〕
平
仮
名
百
二
十
句
本
【
百
】 

屋
代
本
【
屋
】 

〔
八
坂
系
〕
中
院
本
【
中
】 

◎
読
み
本
系 

延
慶
本
【
延
】 

 

長
門
本
【
長
】 

 

四
部
合
戦
状
本
【
四
】 

 
源
平

盛
衰
記
【
盛
】 

そ
れ
ら
各
本
の
記
述
内
容
を
一
覧
に
し
た
も
の
が
〔
表
〕
で
あ
る
。
異
同
の
結
果

に
つ
い
て
は
、
以
下
の
よ
う
な
記
号
で
示
し
た
。 

〇 

往
生
し
た
こ
と
を
示
す
記
述
が
あ
る
も
の 

 
 

△ 

臨
終
の
記
述
が
あ
る
も
往
生
を
示
す
記
述
が
無
い
も
の 

 
 

▲ 

臨
終
に
つ
い
て
の
記
述
が
無
い
も
の 

 
 

× 

当
該
箇
所
の
記
事
が
無
い
も
の
。
た
だ
し
、
F
（
巴
）
に
つ
い
て
【
屋
】

は
欠
巻
。 

〔
表
〕 

 

（
※
1
）
屋
代
本
は
「
抜
書
」
に
よ
る
。 

（
※
2
）
四
部
合
戦
状
本
は
「
平
家
族
伝
抄
」
に
よ
る
。 
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三 

『
平
家
物
語
』
に
お
け
る
女
人
往
生
に
関
す
る
表
現
に
つ
い
て 

 

〔
凡
例
〕 

＊
『
平
家
物
語
』
の
底
本
は
以
下
の
通
り
。 

【
覚
】
日
本
古
典
文
学
大
系 

【
流
】
『
平
家
物
語 

改
訂
版
』
梶
原
正
昭
校
注
（
お
う
ふ
う
、
一
九
九
五
年
） 

【
百
】
新
潮
日
本
古
典
集
成 

【
屋
】
『
屋
代
本 

高
野
本 

対
照 
平
家
物
語
』
（
新
典
社
、
一
九
九
〇
～
九
三

年
） 

【
中
】
『
校
訂 

中
院
本
平
家
物
語
』
（
三
弥
井
書
店
、
二
〇
一
〇
～
一
一
年
） 

【
延
】
『
延
慶
本 

平
家
物
語 

本
文
篇
』
（
勉
誠
社
、
一
九
九
〇
年
） 

【
長
】
『
長
門
本 

平
家
物
語
』
（
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
四
～
〇
六
年
） 

【
四
】
『
訓
読 

四
部
合
戦
状
本
平
家
物
語
』
（
有
精
堂
出
版
、
一
九
九
五
年
） 

な
お
「
祇
王
」
に
関
し
て
は
「
平
家
族
伝
抄
」
『
四
部
合
戦
状
本 

平

家
物
語
』
（
汲
古
書
院
、
一
九
九
七
年
） 

【
盛
】
巻
四
二
ま
で
『
源
平
盛
衰
記
』
（
三
弥
井
書
店
、
一
九
九
一
～
二
〇
一

五
年
） 

巻
四
三
か
ら
『
源
平
盛
衰
記
』
（
国
民
文
庫
刊
行
会
、
一
九
〇
九
年
） 

 

A 

祇
王
・
祇
女
・
仏
・
閉 

 

【
覚
】
四
人
一
所
に
こ
も
り
ゐ
て
、
あ
さ
ゆ
ふ
仏
前
に
花
香
を
そ
な
へ
、
よ

ね
ん
な
く
ね
が
ひ
け
れ
ば
、
ち
そ
く
こ
そ
あ
り
け
れ
、
四
人
の
あ
ま

ど
も
皆
往
生
の
そ
く
は
い
を
と
げ
け
る
と
ぞ
聞
え
し
。
さ
れ
ば
後
白

河
の
法
皇
の
ち
や
う
が
う
だ
う
の
く
は
こ
ち
や
う
に
も
、
祇
王
・
祇

女
・
ほ
と
け
・
と
ぢ
ら
が
尊
靈
と
、
四
人
一
所
に
入
ら
れ
け
り
。
あ

は
れ
な
り
し
事
ど
も
な
り
。
（
巻
一
） 

【
流
】
四
人
一
所
に
籠
り
居
て
、
朝
夕
佛
前
向
ひ
、
花
香
を
供
へ
て
、
他
念

な
く
願
ひ
け
る
が
、
遲
速
こ
そ
有
（
り
）
け
れ
、
皆
往
生
の
素
懷
を

遂
（
げ
）
け
る
と
ぞ
聞
え
し
。
さ
れ
ば
彼
の
後
白
河
の

法
皇
の
長
講
堂

の
過
去
帳
に
も
、
妓
王
・
妓
女
・
佛
・
と
ぢ
等
が
尊
靈
と
、
四
人
一

所
に
被
レ

入
た
り
。
難
レ

有
か
り
し
事
ど
も
也
。
（
巻
一
） 

【
百
】
四
人
一
所
に
こ
も
り
ゐ
て
、
朝
夕
仏
の
ま
へ
に
花
香
を
そ
な
へ
、
余

念
も
な
く
ね
が
ひ
け
れ
ば
、
遅
速
こ
そ
あ
り
け
れ
ど
も
、
四
人
の
尼

ど
も
み
な
往
生
の
素
懐
を
と
げ
け
る
と
ぞ
聞
こ
え
し
。
さ
れ
ば
後
白

河
の
法
皇
の
長
講
堂
の
過
去
帳
に
も
、
「
義
王
、
義
女
、
仏
、
と
ぢ

が
尊
霊
」
と
四
人
一
所
に
入
れ
ら
れ
け
り
。
あ
は
れ
な
り
し
こ
と
ど

も
な
り
。
（
巻
一
） 

【
屋
】
一
庵
室
ニ
閉
籠
リ
、
日
夜
朝
暮
ニ
不
レ

懈
、
花
香
ヲ
備
ヘ
、
一
心
ニ
弥

陀
ヲ
念
シ
ケ
レ
ハ
、
遅
速
コ
ソ
有
ケ
レ
ト
モ
、
四
人
ノ
尼
共
、
遂
ニ

往
生
ノ
素
懐
ヲ
遂
ケ
ル
ト
ソ
聞
ヘ
シ
。
入
道
相
国
仏
御
前
ヲ
失
テ
、

手
ヲ
分
テ
被
レ

尋
ケ
レ
共
無
リ
ケ
レ
ハ
、
「
一
定
入
道
カ
仏
ハ
、
天
狗

ニ
被
レ

取
タ
リ
」
ト
ソ
宣
ケ
ル
。
遙
ニ
在
テ
聞
出
サ
レ
タ
リ
ケ
レ
共
、

「
左
様
ニ
思
立
テ
浮
世
ヲ
厭
ハ
ン
者
ヲ
、
中
々
兎
角
云
ニ
不
レ

及
」
ト

テ
、
其
後
ハ
尋
モ
無
リ
ケ
リ
。
サ
レ
ハ
後
白
河
法
王
ノ
長
講
堂
ノ
過

去
帳
ニ
、
「
義
王
、
義
女
、
仏
、
閉
等
ガ
尊
霊
」
ト
、
四
人
一
所
ニ

入
セ
給
ケ
リ
ト
聞
ヘ
ケ
ル
ソ
忝
ナ
キ
。
（
抜
書
） 

【
中
】
四
人
ひ
と
つ
あ
ん
し
つ
に
念
仏
し
て
、
た
か
ひ
に
わ
う
し
や
う
を
い

の
り
け
る
に
、
ち
そ
く
の
ふ
た
う
こ
そ
あ
り
け
れ
と
も
、
つ
ゐ
に
わ

う
し
や
う
の
そ
く
わ
い
を
、
と
け
ら
る
と
そ
う
け
た
ま
は
る
、
入
道

－3－



次
ノ
年
十
月
八
日
、
生
年
四
十
五
ニ
テ
目
出
キ
往
生
ヲ
遂
ニ
ケ
リ
。

（
巻
一
九
） 

C 

小
督 

【
覚
】
小
督
殿
を
と
ら
へ
つ
ゝ
、
尼
に
な
し
て
ぞ
は
な
つ
〔
た
る
〕
。
小
督

殿
出
家
は
も
と
よ
り
の
望
な
り
け
れ
共
、
心
な
ら
ず
尼
に
な
さ
れ
て
、

年
廿
三
、
こ
き
墨
染
に
や
つ
れ
は
て
て
、
嵯
峨
の
へ
ん
に
ぞ
す
ま
れ

け
る
。
う
た
て
か
り
し
事
共
な
り
。
（
巻
六
） 

【
流
】
何
と
し
て
か
は
謀
り
出
さ
れ
た
り
け
ん
、
小
督
の

殿
を
捕
へ
つ
ゝ
、
尼

に
成
（
し
）
て
ぞ
追
放
た
る
。
歳
二
十
三
、
出
家
は
元
よ
り
望
（
み
）

な
り
け
れ
ど
も
、
心
な
（
ら
）
ず
尼
に
被
レ

成
、
濃
（
き
）
墨
染
に
窶

果
（
て
）
、
嵯
峨
の
奧
に
ぞ
被
レ

栖
け
る
。
無
下
に
う
た
て
き
事
ど
も

也
。
（
巻
六
） 

【
百
】
小
督
殿
を
た
ば
か
り
出
だ
し
て
、
尼
に
ぞ
な
さ
れ
け
る
。
出
家
は
日

ご
ろ
よ
り
思
ひ
ま
う
け
た
る
道
な
れ
ど
も
、
心
な
ら
ず
尼
に
な
さ
れ

て
、
年
二
十
三
に
て
、
濃
き
墨
染
に
や
つ
れ
つ
つ
、
嵯
峨
の
辺
に
ぞ

住
ま
れ
け
る
。 

【
屋
】
小
督
殿
ヲ
タ
ハ
カ
リ
出
シ
テ
、
尼
ニ
ソ
成
サ
レ
ケ
ル
。
出
家
ハ
日
来

ヨ
リ
思
儲
タ
ル
道
ナ
レ
ト
モ
、
心
ナ
ラ
ス
尼
ニ
ナ
サ
レ
テ
、
年
二
十

三
、
コ
キ
墨
染
ニ
ヤ
ツ
レ
ツ
ヽ
、
嵯
峨
ノ
方
ニ
ソ
ス
マ
レ
ケ
ル
。
（
巻

三
） 

【
中
】
な
に
と
し
て
か
た
は
か
り
い
た
さ
れ
た
り
け
ん
、
こ
か
う
の
つ
ほ
ね

を
と
ら
へ
つ
ゝ
、
あ
ま
に
な
し
て
お
ひ
は
な
つ
、
出
家
は
も
と
よ
り
お

も
ひ
ま
う
け
し
み
ち
な
れ
共
、
心
な
ら
す
あ
ま
に
な
さ
れ
て
、
年
廿
三
、

こ
き
す
み
そ
め
に
や
つ
れ
つ
ゝ
、
大
は
ら
の
お
く
に
そ
す
ま
は
れ
け
る

（
巻
六
） 

【
延
】
自
ラ
カ
ミ
ヲ
シ
切
テ
ゾ
ス
テ
ヽ
ケ
ル
。
小
督
局
心
ナ
ラ
ズ
尼
ニ
ナ
サ

レ
テ
、
口
惜
ト
モ
云
計
ナ
シ
。
「
哀
、
嵯
峨
ニ
テ
思
立
タ
リ
シ
時
、
大

原
ノ
奥
ヘ
モ
尋
入
テ
、
吾
ト
様
ヲ
モ
カ
ヘ
タ
ラ
バ
、
心
ニ
ク
ヽ
テ
可
有

一

ニ
、
無
由
一

モ
再
被
召
帰
一

テ
、
恥
ヲ
見
ツ
ル
悲
シ
サ
ヨ
」
ト
歎
給
ヘ

ド
モ
、
甲
斐
モ
ナ
シ
。
ヲ
シ
カ
ラ
ヌ
命
ナ
レ
バ
、
水
ノ
底
ニ
モ
入
ナ
ム

ト
思
立
給
ヘ
ド
モ
、
サ
キ
ニ
モ
人
ノ
云
シ
様
ニ
悪
道
ニ 

堕
ム
事
、
心

憂
ク
覚
ユ
レ
バ
、
「
今
生
ハ
カ
リ
ノ
事
、
一
旦
ノ
恥
モ
ナ
ニ
ナ
ラ
ズ
。

後
生
ハ
終
ノ
栖
ナ
レ
バ
、
浄
土
ヲ
コ
ソ
願
ハ
メ
」
ト
テ
、
終
大
原
ノ
奥

ニ
分
入
テ
、
柴
ノ
庵
ヲ
結
ビ
、
一
向
念
仏
シ
給
ケ
リ
。
露
モ
怠
ル
事
ナ

ク
明
シ
暮
シ
給
シ
ガ
、
齢
八
十
ニ
テ
、
日
来
ノ
念
仏
ノ
功
積
リ
、
臨
終

正
念
ニ
テ
、
往
生
ノ
素
懐
ヲ
遂
給
フ
。
（
第
三
本
） 

【
長
】
か
み
を
切
、
あ
ま
に
な
し
、
み
ゝ
を
き
り
、
は
な
を
そ
き
て
を
ひ
は

な
つ
。
「
入
道
、
人
倫
の
法
と
し
て
な
さ
け
な
く
も
し
給
た
り
。
つ

み
の
ふ
か
さ
よ
」
と
、
人
あ
さ
み
申
て
、
た
も
と
を
し
ほ
ら
ぬ
は
な

か
り
け
り
。
さ
て
も
小
河
の
局
、
い
か
に
な
り
給
ぬ
ら
ん
と
、
お
も

ひ
や
る
こ
そ
む
さ
ん
な
れ
。
（
巻
一
二
） 

【
四
】
× 

【
盛
】
新
尼
御
前
ハ
、
出
家
ハ
本
ヨ
リ
思
儲
シ
事
ナ
レ
共
、
ア
ヱ
ナ
ク
人
ニ

姿
ヲ
カ
ヘ
ラ
レ
テ
、
イ
カ
ナ
ル
事
ヲ
カ
被
レ

思
ケ
ン
。
サ
シ
テ
行
ベ
キ

方
モ
オ
ボ
エ
ネ
バ
、
泣
々
嵯
峨
ヘ
帰
給
フ
。
シ
バ
〳
〵
爰
ニ
御
座
ケ

ル
ガ
、
後
ニ
ハ
大
原
ノ
別
所
ニ
閉
籠
リ
、
行
澄
シ
給
ケ
リ
。
御
年
廿

三
歳
、
シ
カ
ル
ベ
キ
形
ナ
リ
。
（
巻
二
五
） 

D 

皇
嘉
門
院 

【
覚
】
× 

【
流
】
× 

仏
を
う
し
な
ひ
て
、
手
に
て
を
わ
け
て
た
つ
ね
さ
せ
ら
れ
け
れ
と
も

な
か
り
け
り
、
し
や
う
か
い
ほ
と
け
は
あ
ま
り
に
見
め
よ
か
り
つ
れ

は
、
て
ん
く
か
と
り
た
る
に
こ
そ
と
の
た
ま
ひ
け
る
、
其
後
や
ゝ
あ

り
て
き
ゝ
い
た
さ
れ
た
り
け
れ
共
、
さ
や
う
に
な
り
た
ら
ん
す
る
も

の
を
は
と
て
、
た
つ
ね
ら
れ
さ
り
け
り
、
か
の
ち
や
う
か
う
た
う
の

く
わ
こ
ち
や
う
に
も
、
き
わ
う
き
女
仏
と
ち
ら
か
ゆ
う
れ
い
と
、
入

ら
れ
け
る
と
そ
う
け
給
は
る
、
あ
わ
れ
な
り
し
事
と
も
な
り
（
巻
一
）

 

【
延
】
隔
テ
ナ
ク
四
人
一
所
ニ
勤
メ
行
ヒ
テ
、
終
ハ
仏
道
ヲ
遂
ニ
ケ
リ
。
サ

テ
コ
ソ
、
後
白
河
法
皇
ノ
長
講
堂
ノ
過
去
帳
ニ
ハ
今
モ
、
「
義
王
、

義
女
、
仏
、
閉
」
ト
ハ
読
レ
ケ
レ
。
（
第
一
本
） 

【
長
】
× 

【
四
】
四
人
尼
公
達
此
入
道
殿
依
二

情
縁
一

入
二

釈
尊
四
部
御
弟
子
数
一

弥
勤
二

称
名
念
仏
一

祈
二

静
海
聖
霊
成
仏
得
道
一

其
後
亦
元
暦
二
年

乙巳

年
三
月
廿

四
日
壇
浦
軍
破
平
家
一
門
皆
亡
時
云
二

過
去
帳
一

作
レ

物
念
仏
廻
向
折
節

奉
二
レ

訪
平
家
御
一
門
頓
證
菩
提
同
蓮
成
仏
一

其
後
不
レ

久
文
治
五
年
二

月
彼
岸
中
日
十
五
日
義
王
与
レ

仏
同
時
遂
二

往
生
一

其
後
亦
不
レ

久
建
久

元
年
八
月
彼
岸
中
日
十
四
日
母
杜
持
与
二

娘
義
女
一

亦
同
日
異
時
遂
二

往

生
一

乃
往
過
去
約
束
何
許
契
四
人
尼
公
達
為
二

一
室
勤
行
同
法
一

難
レ

有

遂
二

往
生
一

彼
等
成
二

往
生
時
一

晴
天
紫
雲
靉
雲
上
音
楽
澄
亘
山
巌
軒
半

仏
壇
不
二

云
知
一

花
共
多
雨
敷
五
障
女
人
誰
可
レ

云
雖
二

末
代
一

信
受
称
名

故
遂
二

往
生
一

預
二

聖
衆
来
迎
一

三
徒
苦
何
疑
レ

之
雖
二

堯
季
一

乗
二

観
音
花

台
一

被
二

勢
至
授
手
一

為
二

末
代
女
人
一

叵
レ

有
先
規
（
族
伝
抄
） 

【
盛
】
此
尼
上
達
四
人
、
往
生
ノ
志
深
シ
テ
、
行
業
功
重
リ
ケ
レ
バ
、
遅
速

コ
ソ
有
ケ
レ
共
、
本
意
ニ
任
セ
、
終
リ
不
レ

乱
念
仏
シ
テ
、
西
ニ
聳
雲

ニ
乗
、
池
ニ
開
ル
蓮
ニ
ゾ
生
ケ
ル
。
後
白
川
法
皇
此
由
聞
召
、
哀
ニ

貴
事
ナ
リ
ト
テ
、
六
条
長
講
堂
ノ
過
去
帳
ニ
被
レ

入
テ
、
「
比
丘
尼
祇

王
廿
一
、
祇
女
十
九
、
閉
四
十
九
、
仏
十
七
」
ト
、
今
ノ
世
マ
デ
モ

読
上
訪
御
坐
ス
事
コ
ソ
憑
シ
ケ
レ
。
大
安
寺
ノ
過
去
帳
ニ
モ
入
ト
云

云

。

（
巻
一
七
） 

B 

鳥
羽
刑
部
左
衛
門
妻
母
（
袈
裟
御
前
の
母
） 

【
覚
】
× 

【
流
】
× 

【
百
】
× 

【
屋
】
× 

【
中
】
× 

【
延
】
其
後
ハ
天
王
寺
ニ
参
テ
、
「
只
ハ
ヤ
命
ヲ
メ
シ
テ
、
浄
土
ニ
ミ
チ
ビ

キ
給
ヘ
。
我
仏
ニ
ナ
リ
テ
、
ナ
キ
人
ノ
生
所
ヲ
モ
求
メ
ツ
ヽ
、
一
仏

蓮
台
ノ
上
ニ
再
行
ア
ワ
ム
」
ト
祈
念
ス
ル
コ
ト
ナ
ノ
メ
ナ
ラ
ズ
。
サ

ル
程
ニ
次
年
ノ
十
月
八
日
、
生
年
五
十
五
ニ
シ
テ
終
ニ
往
生
ノ
素
懐

ヲ
遂
ニ
ケ
リ
。
（
第
二
末
） 

【
長
】
其
後
は
、
天
王
寺
に
ま
い
り
て
、
「
た
ゝ
は
や
く
命
を
め
し
て
、
こ

く
楽
に
み
ち
ひ
き
給
へ
。
仏
た
う
な
り
て
、
こ
し
や
う
を
も
も
と
め

つ
ゝ
、
一
は
ち
す
の
中
に
さ
い
く
は
い
を
と
け
む
」
と
、
祈
念
す
る

事
を
こ
た
ら
さ
る
ほ
と
に
、
い
の
る
祈
や
み
て
ぬ
ら
ん
、
次
の
年
の

八
月
八
日
、
し
や
う
ね
ん
四
十
五
に
て
、
往
生
の
そ
く
は
ひ
を
と
け

に
け
り
。
（
巻
一
〇
） 

【
四
】
× 

【
盛
】
其
後
母
ハ
尼
ニ
ナ
リ
、
天
王
寺
ニ
参
籠
シ
テ
、
「
唯
疾
命
ヲ
召
シ
浄

土
ニ
導
給
ヘ
。
救
世
観
音
太
子
聖
霊
、
解
ヲ
開
テ
無
人
ノ
生
所
ヲ
求

メ
、
一
仏
蓮
台
ノ
上
ニ
シ
テ
再
ビ
行
合
ハ
ン
」
ト
祈
念
シ
ケ
レ
バ
、

－4－



次
ノ
年
十
月
八
日
、
生
年
四
十
五
ニ
テ
目
出
キ
往
生
ヲ
遂
ニ
ケ
リ
。

（
巻
一
九
） 

C 

小
督 

【
覚
】
小
督
殿
を
と
ら
へ
つ
ゝ
、
尼
に
な
し
て
ぞ
は
な
つ
〔
た
る
〕
。
小
督

殿
出
家
は
も
と
よ
り
の
望
な
り
け
れ
共
、
心
な
ら
ず
尼
に
な
さ
れ
て
、

年
廿
三
、
こ
き
墨
染
に
や
つ
れ
は
て
て
、
嵯
峨
の
へ
ん
に
ぞ
す
ま
れ

け
る
。
う
た
て
か
り
し
事
共
な
り
。
（
巻
六
） 

【
流
】
何
と
し
て
か
は
謀
り
出
さ
れ
た
り
け
ん
、
小
督
の

殿
を
捕
へ
つ
ゝ
、
尼

に
成
（
し
）
て
ぞ
追
放
た
る
。
歳
二
十
三
、
出
家
は
元
よ
り
望
（
み
）

な
り
け
れ
ど
も
、
心
な
（
ら
）
ず
尼
に
被
レ

成
、
濃
（
き
）
墨
染
に
窶

果
（
て
）
、
嵯
峨
の
奧
に
ぞ
被
レ

栖
け
る
。
無
下
に
う
た
て
き
事
ど
も

也
。
（
巻
六
） 

【
百
】
小
督
殿
を
た
ば
か
り
出
だ
し
て
、
尼
に
ぞ
な
さ
れ
け
る
。
出
家
は
日

ご
ろ
よ
り
思
ひ
ま
う
け
た
る
道
な
れ
ど
も
、
心
な
ら
ず
尼
に
な
さ
れ

て
、
年
二
十
三
に
て
、
濃
き
墨
染
に
や
つ
れ
つ
つ
、
嵯
峨
の
辺
に
ぞ

住
ま
れ
け
る
。 

【
屋
】
小
督
殿
ヲ
タ
ハ
カ
リ
出
シ
テ
、
尼
ニ
ソ
成
サ
レ
ケ
ル
。
出
家
ハ
日
来

ヨ
リ
思
儲
タ
ル
道
ナ
レ
ト
モ
、
心
ナ
ラ
ス
尼
ニ
ナ
サ
レ
テ
、
年
二
十

三
、
コ
キ
墨
染
ニ
ヤ
ツ
レ
ツ
ヽ
、
嵯
峨
ノ
方
ニ
ソ
ス
マ
レ
ケ
ル
。
（
巻

三
） 

【
中
】
な
に
と
し
て
か
た
は
か
り
い
た
さ
れ
た
り
け
ん
、
こ
か
う
の
つ
ほ
ね

を
と
ら
へ
つ
ゝ
、
あ
ま
に
な
し
て
お
ひ
は
な
つ
、
出
家
は
も
と
よ
り
お

も
ひ
ま
う
け
し
み
ち
な
れ
共
、
心
な
ら
す
あ
ま
に
な
さ
れ
て
、
年
廿
三
、

こ
き
す
み
そ
め
に
や
つ
れ
つ
ゝ
、
大
は
ら
の
お
く
に
そ
す
ま
は
れ
け
る

（
巻
六
） 

【
延
】
自
ラ
カ
ミ
ヲ
シ
切
テ
ゾ
ス
テ
ヽ
ケ
ル
。
小
督
局
心
ナ
ラ
ズ
尼
ニ
ナ
サ

レ
テ
、
口
惜
ト
モ
云
計
ナ
シ
。
「
哀
、
嵯
峨
ニ
テ
思
立
タ
リ
シ
時
、
大

原
ノ
奥
ヘ
モ
尋
入
テ
、
吾
ト
様
ヲ
モ
カ
ヘ
タ
ラ
バ
、
心
ニ
ク
ヽ
テ
可
有

一

ニ
、
無
由
一

モ
再
被
召
帰
一

テ
、
恥
ヲ
見
ツ
ル
悲
シ
サ
ヨ
」
ト
歎
給
ヘ

ド
モ
、
甲
斐
モ
ナ
シ
。
ヲ
シ
カ
ラ
ヌ
命
ナ
レ
バ
、
水
ノ
底
ニ
モ
入
ナ
ム

ト
思
立
給
ヘ
ド
モ
、
サ
キ
ニ
モ
人
ノ
云
シ
様
ニ
悪
道
ニ 

堕
ム
事
、
心

憂
ク
覚
ユ
レ
バ
、
「
今
生
ハ
カ
リ
ノ
事
、
一
旦
ノ
恥
モ
ナ
ニ
ナ
ラ
ズ
。

後
生
ハ
終
ノ
栖
ナ
レ
バ
、
浄
土
ヲ
コ
ソ
願
ハ
メ
」
ト
テ
、
終
大
原
ノ
奥

ニ
分
入
テ
、
柴
ノ
庵
ヲ
結
ビ
、
一
向
念
仏
シ
給
ケ
リ
。
露
モ
怠
ル
事
ナ

ク
明
シ
暮
シ
給
シ
ガ
、
齢
八
十
ニ
テ
、
日
来
ノ
念
仏
ノ
功
積
リ
、
臨
終

正
念
ニ
テ
、
往
生
ノ
素
懐
ヲ
遂
給
フ
。
（
第
三
本
） 

【
長
】
か
み
を
切
、
あ
ま
に
な
し
、
み
ゝ
を
き
り
、
は
な
を
そ
き
て
を
ひ
は

な
つ
。
「
入
道
、
人
倫
の
法
と
し
て
な
さ
け
な
く
も
し
給
た
り
。
つ

み
の
ふ
か
さ
よ
」
と
、
人
あ
さ
み
申
て
、
た
も
と
を
し
ほ
ら
ぬ
は
な

か
り
け
り
。
さ
て
も
小
河
の
局
、
い
か
に
な
り
給
ぬ
ら
ん
と
、
お
も

ひ
や
る
こ
そ
む
さ
ん
な
れ
。
（
巻
一
二
） 

【
四
】
× 

【
盛
】
新
尼
御
前
ハ
、
出
家
ハ
本
ヨ
リ
思
儲
シ
事
ナ
レ
共
、
ア
ヱ
ナ
ク
人
ニ

姿
ヲ
カ
ヘ
ラ
レ
テ
、
イ
カ
ナ
ル
事
ヲ
カ
被
レ

思
ケ
ン
。
サ
シ
テ
行
ベ
キ

方
モ
オ
ボ
エ
ネ
バ
、
泣
々
嵯
峨
ヘ
帰
給
フ
。
シ
バ
〳
〵
爰
ニ
御
座
ケ

ル
ガ
、
後
ニ
ハ
大
原
ノ
別
所
ニ
閉
籠
リ
、
行
澄
シ
給
ケ
リ
。
御
年
廿

三
歳
、
シ
カ
ル
ベ
キ
形
ナ
リ
。
（
巻
二
五
） 

D 

皇
嘉
門
院 

【
覚
】
× 

【
流
】
× 
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ず
と
と
（
ツ
）

て
ひ
き
お
と
し
、
わ
が
の
（
ツ
）

た
る
鞍
の
ま
へ
わ
に
を
し

つ
け
て
、
ち
（
ツ
）

と
も
は
た
ら
か
さ
ず
、
頸
ね
ぢ
き
（
ツ
）

て
す
て
て
（
ン
）

げ
り
。
其
後
物
具
ぬ
ぎ
す
て
、
東
國
の
方
へ
落
ぞ
ゆ
く
。
（
巻
九
） 

【
流
】
巴
其
（
の
）
中
へ
破
（
つ
）
て
入
（
り
）
、
先
（
づ
）
御
田
の

八
郎
に

押
な
ら
べ
、
む
ず
と
組
（
む
）
で
引
落
し
、
我
（
が
）
乘
（
つ
）
た

り
け
る
鞍
の
前
輪
に
推
つ
け
て
、
些
も
不
レ

動
、
頸
ね
ぢ
切
（
つ
）
て

捨
（
て
）
て
ん
げ
り
。
其
（
の
）
後
物
の

具
脱
棄
（
て
）
、
東
國
の
方

へ
ぞ
落
行
（
き
）
け
る
。
（
巻
九
） 

【
百
】
巴
そ
の
中
に
駆
け
入
り
、
恩
田
に
押
し
並
べ
て
、
む
ず
と
取
つ
て
引

き
落
し
、
鞍
の
前
輪
に
押
し
つ
け
て
、
首
ね
ぢ
切
つ
て
捨
て
て
け
り
。

そ
の
ま
ま
物
具
脱
ぎ
捨
て
て
、
泣
く
泣
く
い
と
ま
申
し
て
、
東
国
の

方
へ
ぞ
落
ち
行
き
け
る
。
（
巻
九
） 

【
屋
】
×
（
欠
巻
） 

【
中
】
ち
か
ら
を
よ
は
す
、
あ
は
つ
の
こ
く
ふ
ん
し
の
御
た
う
の
前
に
て
、

物
の
具
し
つ
か
に
ぬ
き
を
き
、
た
ち
は
か
り
を
も
て
、
東
を
さ
し
て

お
ち
ゆ
く
と
そ
見
え
し
、
ゆ
き
か
た
し
ら
す
そ
な
り
に
け
る
、
（
巻

九
） 

【
延
】
鞆
絵
ハ
落
ヤ
シ
ヌ
ラ
ム
、
被
打
シ
ヌ
ラ
ム
、
行
方
ヲ
不
知
一

ナ
リ
ニ
ケ

リ
。
（
第
五
本
） 

【
長
】
此
と
も
ゑ
は
、
い
か
ゝ
思
け
ん
、
あ
ふ
坂
よ
り
う
せ
に
け
り
。
の
ち

に
き
こ
え
け
る
は
、
越
後
国
友
椙
と
い
ふ
所
に
お
ち
と
ゝ
ま
り
て
、

あ
ま
に
成
て
け
る
と
か
や
。
（
巻
一
六
） 

【
四
】
鞆
絵
と
云
ふ
女
武
者
も
、
討
た
れ
や
為
ぬ
ら
ん
、
落
ち
や
為
ぬ
ら
ん
、

行
方
を
知
ら
ず
。
（
巻
九
） 

【
盛
】
和
田
合
戦
ノ
時
、
朝
比
奈
討
レ
テ
後
、
巴
ハ
泣
々
越
中
ニ
越
、
石
黒

ハ
親
シ
カ
リ
ケ
レ
バ
、
此
ニ
シ
テ
出
家
シ
テ
、
巴
尼
ト
テ
、
仏
ニ
奉
二

花
香
一

、
主
、
親
、
朝
比
奈
ガ
後
世
弔
ケ
ル
ガ
、
九
十
一
マ
デ
持
テ
、

臨
終
目
出
シ
テ
終
ニ
ケ
ル
ト
ゾ
。
（
巻
三
五
） 

G 

千
手
前 

【
覚
】
千
手
前
は
な
か
〳
〵
に
物
思
ひ
の
た
ね
と
や
な
り
に
け
ん
。
さ
れ
ば

中
將
南
都
へ
わ
た
さ
れ
て
、
き
ら
れ
給
ひ
ぬ
と
き
こ
え
し
か
ば
、
や

が
て
さ
ま
を
か
へ
、
こ
き
墨
染
に
や
つ
れ
は
て
、
信
濃
國
善
光
寺
に

お
こ
な
ひ
す
ま
し
て
、
彼
後
世
菩
提
を
と
ぶ
ら
ひ
、
わ
が
身
も
往
生

の
素
懷
を
と
げ
け
る
と
ぞ
き
こ
え
し
。
（
巻
一
〇
） 

【
流
】
其
（
の
）
後
、
中
將
南
都
へ
被
レ

渡
て
、
被
レ

斬
給
（
ひ
）
ぬ
と
聞
え

し
か
ば
、
千
手
の

前
は
中
々
物
思
ひ
の
種
と
や
成
（
り
）
に
け
ん
。
軈

て
樣
を
か
へ
、
濃
（
き
）
墨
染
（
に
）
窶
果
（
て
）
て
、
信
濃
の

國
善

光
寺
に
行
澄
（
ま
）
し
て
、
彼
（
の
）
後
世
菩
提
を
吊
ひ
け
る
ぞ
哀

れ
な
る
。
（
巻
一
〇
） 

【
百
】
そ
れ
よ
り
し
て
こ
そ
千
手
の
前
は
、
い
と
ど
思
ひ
も
深
う
は
な
り
に

け
れ
。
さ
れ
ば
、
「
中
将
、
南
都
へ
わ
た
さ
れ
て
、
斬
ら
れ
ぬ
」
と

聞
こ
え
し
か
ば
、
様
を
変
へ
、
信
濃
の
国
善
光
寺
に
、
行
ひ
す
ま
し

て
、
か
の
後
世
菩
提
を
と
ぶ
ら
ひ
、
わ
が
身
も
往
生
の
素
懐
を
と
げ

に
け
り
。
（
巻
一
〇
） 

【
屋
】
其
ヨ
リ
シ
テ
ソ
千
手
前
ハ
、
中
々
ニ
思
深
ク
ハ
成
ニ
ケ
ル
。
（
抜
書
）

 

【
中
】
千
し
ゆ
の
ま
へ
は
、
い
つ
し
か
物
思
ひ
と
や
な
り
ぬ
ら
ん
（
巻
一
〇
）

 

【
延
】
又
佐
殿
、
千
手
ニ
問
給
ケ
ル
ハ
、
「
中
将
終
夜
琵
琶
ヲ
弾
給
ツ
ル
ハ
、

何
ト
云
楽
ニ
テ
有
ケ
ル
ゾ
」
ト
宣
ケ
レ
バ
、
「
初
ハ
五
常
楽
、
次
ニ

皇
麞
ノ
急
ニ
テ
候
シ
ガ
、
後
ニ
ハ
廻
骨
ト
云
楽
ニ
テ
候
」
ト
申
。
（
第

五
末
） 

【
百
】
× 

【
屋
】
× 

【
中
】
× 

【
延
】
十
二
月
三
日
、
皇
嘉
門
院
失
サ
セ
給
ヌ
。
御
年
六
十
。
是
ハ
法
性
寺

ノ
禅
定
殿
下
ノ
御
娘
、
崇
徳
院
ノ
后
ニ
テ
御
マ
シ
キ
。
院
讃
岐
ヘ
被

遷
一

御
マ
シ
ヽ
時
ノ
御
物
思
ヒ
、
何
計
ナ
リ
ケ
ム
。
思
遣
コ
ソ
哀
ナ
レ
。

命
ハ
限
ア
リ
。
思
ニ
ハ
死
ヌ
習
ナ
レ
バ
ヤ
、
即
御
出
家
有
テ
、
一
向

後
生
菩
提
ノ
御
営
ヨ
リ
外
ハ
、
他
ノ
行
マ
シ
マ
サ
ヾ
リ
ケ
レ
バ
、
院

ノ
御
菩
提
ノ
カ
ザ
リ
ト
モ
ナ
リ
テ
、
吾
御
身
ノ
得
道
無
疑
一

随
テ
、
兼

テ
時
覚
ラ
セ
マ
シ
〳
〵
テ
、
最
後
ノ
御
有
様
目
出
ク
、
仏
前
ニ
ハ
異

香
ア
リ
。
御
善
知
識
ハ
、
大
原
来
迎
院
ノ
本
浄
房
堪
慶
ト
ゾ
聞
ヘ
シ
。

昔
ノ
御
ナ
ゴ
リ
ト
テ
残
給
タ
リ
ツ
ル
ニ
ト
オ
ボ
ヘ
テ
哀
也
。
（
第
三

本
） 

【
長
】
十
二
月
三
日
、
皇
嘉
門
女
院
う
せ
さ
せ
給
ぬ
。
御
と
し
六
十
一
。
こ

れ
は
法
性
寺
の
禅
定
殿
下
の
御
娘
、
崇
徳
院
の
后
、
院
讃
州
へ
う
つ

さ
れ
ま
し
〳
〵
し
時
の
御
物
思
、
い
か
は
か
り
な
り
け
む
。
お
も
ひ

や
る
こ
そ
あ
は
れ
な
れ
。
命
か
き
り
あ
る
御
事
に
て
、
思
ひ
に
は
し

な
れ
ぬ
な
れ
は
、
や
か
て
御
出
家
あ
り
て
、
一
向
後
生
ほ
た
い
の
御

い
と
な
み
よ
り
ほ
か
は
、
他
事
お
は
し
ま
さ
ゝ
り
け
れ
は
、
院
の
御

ほ
た
い
の
賁
と
も
な
り
、
我
御
身
の
御
得
道
も
う
た
か
ひ
な
し
。
し

た
か
ひ
て
、
時
を
お
ほ
え
さ
せ
給
て
、
さ
い
こ
の
御
あ
り
さ
ま
め
て

た
く
、
仏
前
に
異
香
あ
り
。
御
善
知
識
に
は
、
大
原
来
迎
院
の
本
成

房
湛
敬
と
そ
聞
え
し
。
む
か
し
の
御
な
こ
り
と
て
の
こ
ら
せ
給
ひ
た

り
つ
る
、
と
お
ほ
え
て
あ
は
れ
な
り
。
（
巻
一
三
） 

【
四
】
× 

【
盛
】
十
二
月
三
日
、
皇
嘉
門
院
隠
レ
サ
セ
給
ヌ
。
御
年
六
十
一
。
是
ハ
崇

徳
院
ノ
后
ニ
テ
御
坐
キ
。
御
善
知
識
ニ
ハ
大
原
ノ
別
所
来
迎
院
ノ
本

願
坊
湛
快
ゾ
参
給
ケ
ル
。
閑
ニ
最
御
目
出
ク
テ
終
ラ
セ
給
ケ
ル
ゾ
貴

キ
。
昔
御
遺
ト
テ
是
計
コ
ソ
残
ラ
セ
給
タ
リ
ケ
ル
ニ
、
世
ノ
習
ト
テ

哀
ナ
リ
。
（
巻
二
七
） 

E 

宇
佐
神
宮
神
官
娘 

【
覚
】
× 

【
流
】
× 

【
百
】
× 

【
屋
】
× 

【
中
】
× 

【
延
】
サ
レ
ド
モ
、
ヤ
ガ
テ
御
イ
ト
マ
ヲ
給
ワ
（
ツ
）

テ
、
罷
出
ケ
レ
バ
、
清
水

寺
ニ
参
テ
、
出
家
シ
テ
、
真
如
ト
名
ツ
キ
ケ
リ
。
「
過
去
帳
ニ
入
ム
」

ト
云
ケ
レ
バ
、
戒
師
云
ク
、
「
過
去
帳
ト
申
ハ
、
昔
ガ
タ
リ
ニ
ナ
レ

ル
人
ノ
入
ル
札
ナ
リ
。
現
在
帳
カ
」
ト
云
ケ
レ
バ
、
真
如
、 

ア
ヅ
サ
ユ
ミ
遂
ニ
ハ
ヅ
レ
ヌ
モ
ノ
ナ
レ
バ
無
キ
人
数
ニ
カ
ネ
テ

入
ル
カ
ナ 

戒
師
哀
ガ
リ
テ
入
レ
ニ
ケ
リ
。
此
和
歌
ニ
ヨ
（
ツ
）

テ
、
其
後
ハ
過
去
真

如
ト
イ
ワ
ル
。
遂
ニ
別
ノ
男
ニ
合
ズ
シ
テ
、
往
生
ヲ
遂
ト
云
ヘ
リ
。

今
生
後
生
之
宿
願
、
思
ノ
如
シ
。
（
第
四
） 

【
長
】
× 

【
四
】
× 

【
盛
】
× 

F 

巴 【
覚
】
と
も
ゑ
そ
の
な
か
へ
か
け
入
、
を
ん
田
の
八
郎
に
お
し
な
ら
べ
、
む
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ず
と
と
（
ツ
）

て
ひ
き
お
と
し
、
わ
が
の
（
ツ
）

た
る
鞍
の
ま
へ
わ
に
を
し

つ
け
て
、
ち
（
ツ
）

と
も
は
た
ら
か
さ
ず
、
頸
ね
ぢ
き
（
ツ
）

て
す
て
て
（
ン
）

げ
り
。
其
後
物
具
ぬ
ぎ
す
て
、
東
國
の
方
へ
落
ぞ
ゆ
く
。
（
巻
九
） 

【
流
】
巴
其
（
の
）
中
へ
破
（
つ
）
て
入
（
り
）
、
先
（
づ
）
御
田
の

八
郎
に

押
な
ら
べ
、
む
ず
と
組
（
む
）
で
引
落
し
、
我
（
が
）
乘
（
つ
）
た

り
け
る
鞍
の
前
輪
に
推
つ
け
て
、
些
も
不
レ

動
、
頸
ね
ぢ
切
（
つ
）
て

捨
（
て
）
て
ん
げ
り
。
其
（
の
）
後
物
の

具
脱
棄
（
て
）
、
東
國
の
方

へ
ぞ
落
行
（
き
）
け
る
。
（
巻
九
） 

【
百
】
巴
そ
の
中
に
駆
け
入
り
、
恩
田
に
押
し
並
べ
て
、
む
ず
と
取
つ
て
引

き
落
し
、
鞍
の
前
輪
に
押
し
つ
け
て
、
首
ね
ぢ
切
つ
て
捨
て
て
け
り
。

そ
の
ま
ま
物
具
脱
ぎ
捨
て
て
、
泣
く
泣
く
い
と
ま
申
し
て
、
東
国
の

方
へ
ぞ
落
ち
行
き
け
る
。
（
巻
九
） 

【
屋
】
×
（
欠
巻
） 

【
中
】
ち
か
ら
を
よ
は
す
、
あ
は
つ
の
こ
く
ふ
ん
し
の
御
た
う
の
前
に
て
、

物
の
具
し
つ
か
に
ぬ
き
を
き
、
た
ち
は
か
り
を
も
て
、
東
を
さ
し
て

お
ち
ゆ
く
と
そ
見
え
し
、
ゆ
き
か
た
し
ら
す
そ
な
り
に
け
る
、
（
巻

九
） 

【
延
】
鞆
絵
ハ
落
ヤ
シ
ヌ
ラ
ム
、
被
打
シ
ヌ
ラ
ム
、
行
方
ヲ
不
知
一

ナ
リ
ニ
ケ

リ
。
（
第
五
本
） 

【
長
】
此
と
も
ゑ
は
、
い
か
ゝ
思
け
ん
、
あ
ふ
坂
よ
り
う
せ
に
け
り
。
の
ち

に
き
こ
え
け
る
は
、
越
後
国
友
椙
と
い
ふ
所
に
お
ち
と
ゝ
ま
り
て
、

あ
ま
に
成
て
け
る
と
か
や
。
（
巻
一
六
） 

【
四
】
鞆
絵
と
云
ふ
女
武
者
も
、
討
た
れ
や
為
ぬ
ら
ん
、
落
ち
や
為
ぬ
ら
ん
、

行
方
を
知
ら
ず
。
（
巻
九
） 

【
盛
】
和
田
合
戦
ノ
時
、
朝
比
奈
討
レ
テ
後
、
巴
ハ
泣
々
越
中
ニ
越
、
石
黒

ハ
親
シ
カ
リ
ケ
レ
バ
、
此
ニ
シ
テ
出
家
シ
テ
、
巴
尼
ト
テ
、
仏
ニ
奉
二

花
香
一

、
主
、
親
、
朝
比
奈
ガ
後
世
弔
ケ
ル
ガ
、
九
十
一
マ
デ
持
テ
、

臨
終
目
出
シ
テ
終
ニ
ケ
ル
ト
ゾ
。
（
巻
三
五
） 

G 

千
手
前 

【
覚
】
千
手
前
は
な
か
〳
〵
に
物
思
ひ
の
た
ね
と
や
な
り
に
け
ん
。
さ
れ
ば

中
將
南
都
へ
わ
た
さ
れ
て
、
き
ら
れ
給
ひ
ぬ
と
き
こ
え
し
か
ば
、
や

が
て
さ
ま
を
か
へ
、
こ
き
墨
染
に
や
つ
れ
は
て
、
信
濃
國
善
光
寺
に

お
こ
な
ひ
す
ま
し
て
、
彼
後
世
菩
提
を
と
ぶ
ら
ひ
、
わ
が
身
も
往
生

の
素
懷
を
と
げ
け
る
と
ぞ
き
こ
え
し
。
（
巻
一
〇
） 

【
流
】
其
（
の
）
後
、
中
將
南
都
へ
被
レ

渡
て
、
被
レ

斬
給
（
ひ
）
ぬ
と
聞
え

し
か
ば
、
千
手
の

前
は
中
々
物
思
ひ
の
種
と
や
成
（
り
）
に
け
ん
。
軈

て
樣
を
か
へ
、
濃
（
き
）
墨
染
（
に
）
窶
果
（
て
）
て
、
信
濃
の

國
善

光
寺
に
行
澄
（
ま
）
し
て
、
彼
（
の
）
後
世
菩
提
を
吊
ひ
け
る
ぞ
哀

れ
な
る
。
（
巻
一
〇
） 

【
百
】
そ
れ
よ
り
し
て
こ
そ
千
手
の
前
は
、
い
と
ど
思
ひ
も
深
う
は
な
り
に

け
れ
。
さ
れ
ば
、
「
中
将
、
南
都
へ
わ
た
さ
れ
て
、
斬
ら
れ
ぬ
」
と

聞
こ
え
し
か
ば
、
様
を
変
へ
、
信
濃
の
国
善
光
寺
に
、
行
ひ
す
ま
し

て
、
か
の
後
世
菩
提
を
と
ぶ
ら
ひ
、
わ
が
身
も
往
生
の
素
懐
を
と
げ

に
け
り
。
（
巻
一
〇
） 

【
屋
】
其
ヨ
リ
シ
テ
ソ
千
手
前
ハ
、
中
々
ニ
思
深
ク
ハ
成
ニ
ケ
ル
。
（
抜
書
）

 

【
中
】
千
し
ゆ
の
ま
へ
は
、
い
つ
し
か
物
思
ひ
と
や
な
り
ぬ
ら
ん
（
巻
一
〇
）

 
【
延
】
又
佐
殿
、
千
手
ニ
問
給
ケ
ル
ハ
、
「
中
将
終
夜
琵
琶
ヲ
弾
給
ツ
ル
ハ
、

何
ト
云
楽
ニ
テ
有
ケ
ル
ゾ
」
ト
宣
ケ
レ
バ
、
「
初
ハ
五
常
楽
、
次
ニ

皇
麞
ノ
急
ニ
テ
候
シ
ガ
、
後
ニ
ハ
廻
骨
ト
云
楽
ニ
テ
候
」
ト
申
。
（
第

五
末
） 
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申
ケ
ル
ト
ソ
承
ル
。
（
巻
一
二
） 

【
中
】
女
院
は
、
い
よ
〳
〵
御
念
仏
を
こ
た
ら
せ
給
は
す
し
て
、
つ
ゐ
に
龍

女
か
正
か
く
の
あ
と
を
を
ひ
、
い
た
い
け
ふ
に
ん
の
、
わ
う
し
や
う

を
と
も
な
は
せ
給
け
る
と
そ
う
け
た
ま
は
る
、
あ
は
れ
な
り
し
御
事

也
（
巻
一
二
） 

【
延
】
先
帝
ヲ
奉
テ

始
一

メ

、
一
門
一
々
都
ヲ
落
テ
、
西
海
ノ
浪
上
ニ
漂
テ
、
終

ニ
海
底
ニ
沈
給
シ
事
共
、
只
今
ノ
様
ニ
思
食
出
サ
レ
テ
、
弥
御
歎
ツ

キ
セ
ズ
、
「
何
ナ
ル
罪
ノ
報
ニ
テ
、
カ
ヽ
ル
憂
世
ニ
生
合
テ
、
ウ
キ

事
ヲ
ノ
ミ
見
聞
覧
。
寂
光
院
ニ
ア
ラ
マ
シ
カ
バ
ヨ
ソ
聞
マ
シ
カ
。
指

ガ
是
程
目
ノ
当
リ
ハ
見
聞
ザ
ラ
マ
シ
」
ト
サ
ヘ
思
食
ゾ
、
責
ノ
事
ト

覚
テ
哀
レ
ナ
ル
。
是
ニ
付
テ
モ
朝
夕
ノ
御
行
法
不
怠
一

。
御
年
六
十
八

ト
申
シ
貞
応
二
年
ノ
春
晩
ニ
、
紫
雲
空
ニ
ナ
タ
ビ
キ
、
音
楽
雲
ニ
聞

ヘ
テ
、
臨
終
正
念
ニ
シ
テ
、
往
生
ノ
素
懐
ヲ
遂
サ
セ
給
ニ
ケ
リ
。
御

骨
ヲ
バ
東
山
鷲
尾
ト
云
所
ニ
奉
納
一

ケ
ル
ト
ゾ
聞
ヘ
シ
。
今
生
ノ
御
恨

ハ
一
旦
ノ
事
也
。
善
知
識
ハ
是
莫
大
之
因
縁
ト
覚
テ
、
目
出
ゾ
聞
ヘ

シ
。
昔
ノ
如
、
后
妃
ノ
位
ニ
テ
渡
セ
給
ハ
マ
シ
カ
バ
、
女
性
ノ
御
身

ト
シ
テ
、
争
カ
ハ
彼
法
性
ノ
常
楽
ヲ
証
ゼ
サ
セ
給
ベ
キ
ト
哀
也
。
「
源

平
ノ
相
論
出
来
テ
、
災
ニ
合
セ
マ
シ
〳
〵
ケ
ル
ハ
、
偏
ニ
往
生
極
楽

之
霊
瑞
ニ
テ
有
ケ
ル
物
ヲ
」
ト
ゾ
、
人
申
合
ケ
ル
。
サ
レ
バ
日
来
ハ

自
利
々
他
之
行
業
、
廻
向
ノ
功
力
、
冥
途
ニ
到
テ
、
御
一
類
モ
共
離

苦
得
楽
、
疑
ヒ
有
ジ
者
哉
。
（
第
六
末
） 

【
長
】
平
家
都
を
落
て
、
西
海
の
浪
の
上
に
た
ゝ
よ
ひ
て
、
先
帝
海
中
に
し

つ
ま
せ
給
ひ
、
百
官
悉
浪
底
に
い
り
し
こ
と
、
只
今
の
様
に
お
ほ
し

め
し
け
り
。
「
い
か
な
り
け
る
罪
報
に
て
、
う
き
事
を
の
み
見
聞
ら

む
」
と
、
御
歎
つ
き
せ
さ
り
け
り
。
さ
れ
と
も
、
山
林
の
御
す
ま
ひ
、

寂
莫
の
境
な
れ
は
、
お
ほ
し
め
し
な
く
さ
ま
る
ゝ
事
お
ほ
か
り
け
り
。

峰
に
な
ら
へ
る
梢
を
は
、
七
重
宝
樹
と
な
そ
ら
へ
、
岩
間
を
つ
た
ふ

谷
水
を
、
八
功
徳
水
と
観
し
つ
ゝ
、
春
の
花
、
秋
の
月
、
山
ほ
と
ゝ

き
す
に
た
く
へ
て
も
、
西
ふ
く
風
に
心
を
か
け
、
御
と
し
六
十
一
と

申
、
貞
応
二
年
の
春
の
こ
ろ
、
む
ら
さ
き
の
雲
の
む
か
ひ
を
待
え
つ
ゝ
、

御
往
生
の
素
懐
を
遂
さ
せ
給
け
り
。
一
期
の
御
廻
向
む
な
し
か
ら
さ

れ
は
、
御
一
門
の
人
々
も
、
一
仏
浄
土
の
縁
、
御
疑
あ
る
へ
か
ら
す
。

昔
の
后
妃
の
位
に
お
は
し
ま
さ
は
、
栄
耀
御
心
に
そ
む
て
、
御
執
心

も
お
は
し
ま
す
へ
し
。
源
平
の
逆
乱
に
神
を
く
た
き
、
厭
離
穢
土
の

御
心
さ
し
、
深
か
り
け
り
。
さ
れ
は
、
悪
縁
を
善
縁
と
し
て
、
遂
に

御
本
意
を
成
就
せ
ら
れ
け
り
。
あ
る
人
の
云
、
「
妙
音
菩
薩
の
化
身

に
お
は
し
ま
す
」
と
云
々
。
（
巻
二
〇
） 

【
四
】
平
家
の
都
を
落
ち
、
西
海
の
波
の
上
に
漂
ひ
つ
ゝ
、
終
に
西
海
の
波

の
底
に
沈
み
た
ま
ひ
し
安
徳
天
王
の
御
事
を
、
今
の
様
に
思
食
し
［
合

は
す
］
に
付
け
て
も
、
弥
御
歎
き
も
尽
き
せ
ね
ば
、
「
何
か
な
る

罪
の
報
ひ
に
て
、
斯
か
る
憂
き
世
に
生
ま
れ
値
ひ
て
、
憂
き
事
の
み

を
見
［
聞
く
ら
ん
］
。
寂
光
院
に
在
ら
ま
し
か
ば
、
外
に
こ
そ
聞
か

ま
し
。
目
の
前
に
て
は
見
聞
く
ま
じ
」
と
思
［
食
］
さ
る
ゝ
も
、
責

め
て
の
事
と
覚
え
て
哀
れ
な
り
。
之
に
付
け
て
も
朝
夕
の
行
業
怠
ら

せ
た
ま
は
ず
し
て
、
御
［
年
］
六
十
七
と
申
す
貞
応
二
年
の
春
の
暮
、

東
山
の
鷲
尾
と
云
ふ
［
処
］
に
て
御
往
生
有
り
。
臨
終
正
念
に
て
ぞ

御
在
し
け
る
。
紫
雲
空
に
◆
（
太
＋
し
ん
に
ょ
う
…
稿
者
注
）
き
、

異
香
室
に
薫
じ
、
音
楽
西
に
聞
こ
え
、
聖
衆
東
へ
来
た
り
け
れ
ば
、

終
に
往
生
の
素
懐
を
遂
げ
さ
せ
た
ま
ふ
。
今
生
の
御
恨
み
は
一
旦
の

御
歎
き
な
り
。
後
生
成
仏
の
［
御
］
喜
び
は
類
無
き
御
事
ぞ
か
し
。

【
長
】
千
寿
は
、
「
お
も
は
す
に
思
て
、
物
も
お
ほ
せ
ら
れ
候
は
す
」
と
申

け
れ
は
、
佐
、
う
ち
わ
ら
ひ
て
そ
お
は
し
け
る
。
（
巻
一
七
） 

【
四
】
兵
衛
佐
、
哀
れ
み
奉
り
、
件
の
美
女
を
鹿
野
へ
奉
り
た
ま
ひ
け
り
。

此
の
女
人
と
申
す
は
、
鎌
田
兵
衛
政
清
が
憑
み
た
り
し
鏡
宿
の
遊
女

千
鶴
が
娘
、
千
手
な
り
。
色
有
り
て
情
け
深
き
女
人
な
り
。
尓
て
こ

そ
頼
朝
も
、
多
く
の
人
の
中
に
、
此
の
女
人
を
択
ば
れ
け
れ
。
敵
な

れ
ど
も
、
是
く
芳
心
せ
ら
れ
け
る
こ
そ
珍
重
し
け
れ
。
（
巻
一
〇
） 

【
盛
】
中
将
第
三
年
ノ
遠
忌
ニ
当
リ
ケ
ル
ニ
ハ
、
強
テ
暇
ヲ
申
ツ
ヽ
、
千
手

二
十
三
、
伊
王
二
十
二
、
緑
ノ
髪
ヲ
落
シ
、
墨
ノ
衣
ニ
裁
替
テ
、
一

所
ニ
庵
室
ヲ
結
ビ
、
九
品
ニ
往
生
ヲ
祈
ケ
リ
。
（
巻
三
九
） 

H 

建
礼
門
院 

I 

阿
波
内
侍
・
大
納
言
佐 

【
覚
】
か
く
て
年
月
を
す
ご
さ
せ
給
ふ
程
に
、
女
院
御
心
地
例
な
ら
ず
わ
た

ら
せ
給
ひ
し
か
ば
、
中
尊
の
御
手
の
五
色
の
糸
を
ひ
か
へ
つ
ゝ
、
「
南

無
西
方
極
樂
世
界
敎
主
弥
陀
如
來
、
か
な
ら
ず
引
攝
し
給
へ
」
と
て
、

御
念
佛
あ
り
し
か
ば
、
大
納
言
佐
の
局
・
阿
波
内
侍
、
左
右
に
よ
（
ツ
）

て
、
い
ま
を
か
ぎ
り
の
か
な
し
さ
に
、
こ
ゑ
も
お
し
ま
ず
な
き
さ
け

ぶ
。
御
念
佛
の
こ
ゑ
や
う
〳
〵
よ
は
ら
せ
ま
し
〳
〵
け
れ
ば
、
西
に

紫
雲
た
な
び
き
、
異
香
室
に
み
ち
、
音
樂
そ
ら
に
き
こ
ゆ
。
か
ぎ
り

あ
る
御
事
な
れ
ば
、
建
久
二
年
き
さ
ら
ぎ
の
中
旬
に
、
一
期
遂
に
お

は
ら
せ
給
ひ
ぬ
。
き
さ
い
の
宮
の
御
位
よ
り
か
た
時
も
は
な
れ
ま
い

ら
せ
ず
し
て
候
な
れ
給
し
か
ば
、
御
臨
終
の
御
時
、
別
路
に
ま
よ
ひ

し
も
や
る
か
た
な
く
ぞ
お
ぼ
え
け
る
。
此
女
房
達
は
昔
の
草
の
ゆ
か

り
も
か
れ
は
て
て
、
よ
る
か
た
も
な
き
身
な
れ
共
、
お
り
〳
〵
の
御

佛
事
營
給
ふ
ぞ
哀
な
る
。
遂
に
彼
人
々
は
、
龍
女
が
正
覺
の
跡
を
お

ひ
、
韋
提
希
夫
人
の
如
に
、
み
な
往
生
の
素
懷
を
と
げ
け
る
と
ぞ
聞

え
し
。
（
巻
一
二
／
灌
頂
巻
） 

【
流
】
か
く
て
女
院
は
、
空
（
し
）
う
年
月
を
送
（
ら
）
せ
給
ふ
程
に
、
例

な
ら
ぬ
御
心
地
出
來
さ
せ
給
（
ひ
）
て
、
打
臥
さ
せ
給
（
ひ
）
し
が
、

日
來
よ
り
思
召
し
設
（
け
）
た
る
御
事
な
れ
ば
、
佛
の
御
手
に
被
レ

懸

た
り
け
る
五
色
の
絲
を
罄
（
へ
）
つ
ゝ
、
南
無
西
方
極
樂
世
界
の
敎

主
彌
陀
如
來
、
本
願
訛
（
ち
）
給
は
ず
ば
、
必
ず
引
接
し
給
へ
と
て
、

御
念
佛
有
（
り
）
し
か
ば
、
大
納
言
の
佐
の
局
・
阿
波
の
内
侍
左
右

に
侍
ひ
て
、
今
を
限
り
の
御
名
殘
の
惜
（
し
さ
）
に
、
聲
々
に
喚
き

叫
び
給
（
ひ
）
け
り
。
御
念
佛
の
御
聲
、
漸
弱
ら
せ
坐
（
し
）
け
れ

ば
、
西
に
紫
雲
靉
き
、
異
香
室
に
滿
（
ち
）
て
、
音
樂
空
に
聞
ゆ
。

限
あ
る
御
事
な
れ
ば
、
建
久
二
年
二
月
中
旬
に
、
一
期
遂
に
終
ら
せ

給
（
ひ
）
け
り
。
二
人
の
女
房
達
は
、
后
の

宮
の
御
位
よ
り
附
（
き
）

參
（
ら
）
せ
て
、
片
時
も
離
れ
參
（
ら
）
せ
ず
し
て
候
は
れ
し
か
ば
、

別
路
の
御
時
も
、
遣
方
な
く
ぞ
被
レ

思
け
る
。
此
（
の
）
女
房
達
は
、

昔
（
の
）
草
の
縁
も
皆
枯
果
（
て
）
て
、
寄
（
る
）
方
も
な
き
身
な

れ
ど
も
、
折
々
の
御
佛
事
營
み
給
ふ
ぞ
哀
な
る
。
此
（
の
）
人
々
も
、

終
に
は
龍
女
が
正
覺
の
跡
を
追
ひ
、
韋
提
希
夫
人
の
如
く
に
、
皆
往

生
の
素
懷
を
遂
（
げ
）
け
る
と
ぞ
聞
え
し
。
（
巻
一
二
／
灌
頂
巻
） 

【
百
】
女
院
、
つ
ひ
に
建
久
の
こ
ろ
、
龍
女
が
正
覚
の
あ
と
を
追
ひ
、
往
生

の
素
懐
を
遂
げ
給
ふ
。
「
冷
泉
の
大
納
言
隆
房
の
卿
、
七
条
修
理
大

夫
信
隆
の
卿
の
北
の
方
ぞ
、
最
後
ま
で
も
御
訪
ひ
は
申
さ
れ
け
る
」

と
か
や
。
（
巻
一
二
） 

【
屋
】
女
院
遂
ニ
建
久
始
ノ
比
、
竜
女
カ
正
覚
ノ
跡
ヲ
追
ヒ
、
韋
提
希
夫
人

ノ
往
生
ノ
素
懐
ヲ
遂
サ
セ
給
ケ
リ
。
冷
泉
大
納
言
隆
房
ノ
卿
、
七
条

修
理
大
夫
信
隆
ノ
卿
、
此
人
々
ノ
北
方
ソ
、
最
後
マ
テ
ノ
御
訪
ハ
被
レ
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申
ケ
ル
ト
ソ
承
ル
。
（
巻
一
二
） 

【
中
】
女
院
は
、
い
よ
〳
〵
御
念
仏
を
こ
た
ら
せ
給
は
す
し
て
、
つ
ゐ
に
龍

女
か
正
か
く
の
あ
と
を
を
ひ
、
い
た
い
け
ふ
に
ん
の
、
わ
う
し
や
う

を
と
も
な
は
せ
給
け
る
と
そ
う
け
た
ま
は
る
、
あ
は
れ
な
り
し
御
事

也
（
巻
一
二
） 

【
延
】
先
帝
ヲ
奉
テ

始
一
メ

、
一
門
一
々
都
ヲ
落
テ
、
西
海
ノ
浪
上
ニ
漂
テ
、
終

ニ
海
底
ニ
沈
給
シ
事
共
、
只
今
ノ
様
ニ
思
食
出
サ
レ
テ
、
弥
御
歎
ツ

キ
セ
ズ
、
「
何
ナ
ル
罪
ノ
報
ニ
テ
、
カ
ヽ
ル
憂
世
ニ
生
合
テ
、
ウ
キ

事
ヲ
ノ
ミ
見
聞
覧
。
寂
光
院
ニ
ア
ラ
マ
シ
カ
バ
ヨ
ソ
聞
マ
シ
カ
。
指

ガ
是
程
目
ノ
当
リ
ハ
見
聞
ザ
ラ
マ
シ
」
ト
サ
ヘ
思
食
ゾ
、
責
ノ
事
ト

覚
テ
哀
レ
ナ
ル
。
是
ニ
付
テ
モ
朝
夕
ノ
御
行
法
不
怠
一

。
御
年
六
十
八

ト
申
シ
貞
応
二
年
ノ
春
晩
ニ
、
紫
雲
空
ニ
ナ
タ
ビ
キ
、
音
楽
雲
ニ
聞

ヘ
テ
、
臨
終
正
念
ニ
シ
テ
、
往
生
ノ
素
懐
ヲ
遂
サ
セ
給
ニ
ケ
リ
。
御

骨
ヲ
バ
東
山
鷲
尾
ト
云
所
ニ
奉
納
一

ケ
ル
ト
ゾ
聞
ヘ
シ
。
今
生
ノ
御
恨

ハ
一
旦
ノ
事
也
。
善
知
識
ハ
是
莫
大
之
因
縁
ト
覚
テ
、
目
出
ゾ
聞
ヘ

シ
。
昔
ノ
如
、
后
妃
ノ
位
ニ
テ
渡
セ
給
ハ
マ
シ
カ
バ
、
女
性
ノ
御
身

ト
シ
テ
、
争
カ
ハ
彼
法
性
ノ
常
楽
ヲ
証
ゼ
サ
セ
給
ベ
キ
ト
哀
也
。
「
源

平
ノ
相
論
出
来
テ
、
災
ニ
合
セ
マ
シ
〳
〵
ケ
ル
ハ
、
偏
ニ
往
生
極
楽

之
霊
瑞
ニ
テ
有
ケ
ル
物
ヲ
」
ト
ゾ
、
人
申
合
ケ
ル
。
サ
レ
バ
日
来
ハ

自
利
々
他
之
行
業
、
廻
向
ノ
功
力
、
冥
途
ニ
到
テ
、
御
一
類
モ
共
離

苦
得
楽
、
疑
ヒ
有
ジ
者
哉
。
（
第
六
末
） 

【
長
】
平
家
都
を
落
て
、
西
海
の
浪
の
上
に
た
ゝ
よ
ひ
て
、
先
帝
海
中
に
し

つ
ま
せ
給
ひ
、
百
官
悉
浪
底
に
い
り
し
こ
と
、
只
今
の
様
に
お
ほ
し

め
し
け
り
。
「
い
か
な
り
け
る
罪
報
に
て
、
う
き
事
を
の
み
見
聞
ら

む
」
と
、
御
歎
つ
き
せ
さ
り
け
り
。
さ
れ
と
も
、
山
林
の
御
す
ま
ひ
、

寂
莫
の
境
な
れ
は
、
お
ほ
し
め
し
な
く
さ
ま
る
ゝ
事
お
ほ
か
り
け
り
。

峰
に
な
ら
へ
る
梢
を
は
、
七
重
宝
樹
と
な
そ
ら
へ
、
岩
間
を
つ
た
ふ

谷
水
を
、
八
功
徳
水
と
観
し
つ
ゝ
、
春
の
花
、
秋
の
月
、
山
ほ
と
ゝ

き
す
に
た
く
へ
て
も
、
西
ふ
く
風
に
心
を
か
け
、
御
と
し
六
十
一
と

申
、
貞
応
二
年
の
春
の
こ
ろ
、
む
ら
さ
き
の
雲
の
む
か
ひ
を
待
え
つ
ゝ
、

御
往
生
の
素
懐
を
遂
さ
せ
給
け
り
。
一
期
の
御
廻
向
む
な
し
か
ら
さ

れ
は
、
御
一
門
の
人
々
も
、
一
仏
浄
土
の
縁
、
御
疑
あ
る
へ
か
ら
す
。

昔
の
后
妃
の
位
に
お
は
し
ま
さ
は
、
栄
耀
御
心
に
そ
む
て
、
御
執
心

も
お
は
し
ま
す
へ
し
。
源
平
の
逆
乱
に
神
を
く
た
き
、
厭
離
穢
土
の

御
心
さ
し
、
深
か
り
け
り
。
さ
れ
は
、
悪
縁
を
善
縁
と
し
て
、
遂
に

御
本
意
を
成
就
せ
ら
れ
け
り
。
あ
る
人
の
云
、
「
妙
音
菩
薩
の
化
身

に
お
は
し
ま
す
」
と
云
々
。
（
巻
二
〇
） 

【
四
】
平
家
の
都
を
落
ち
、
西
海
の
波
の
上
に
漂
ひ
つ
ゝ
、
終
に
西
海
の
波

の
底
に
沈
み
た
ま
ひ
し
安
徳
天
王
の
御
事
を
、
今
の
様
に
思
食
し
［
合

は
す
］
に
付
け
て
も
、
弥
御
歎
き
も
尽
き
せ
ね
ば
、
「
何
か
な
る

罪
の
報
ひ
に
て
、
斯
か
る
憂
き
世
に
生
ま
れ
値
ひ
て
、
憂
き
事
の
み

を
見
［
聞
く
ら
ん
］
。
寂
光
院
に
在
ら
ま
し
か
ば
、
外
に
こ
そ
聞
か

ま
し
。
目
の
前
に
て
は
見
聞
く
ま
じ
」
と
思
［
食
］
さ
る
ゝ
も
、
責

め
て
の
事
と
覚
え
て
哀
れ
な
り
。
之
に
付
け
て
も
朝
夕
の
行
業
怠
ら

せ
た
ま
は
ず
し
て
、
御
［
年
］
六
十
七
と
申
す
貞
応
二
年
の
春
の
暮
、

東
山
の
鷲
尾
と
云
ふ
［
処
］
に
て
御
往
生
有
り
。
臨
終
正
念
に
て
ぞ

御
在
し
け
る
。
紫
雲
空
に
◆
（
太
＋
し
ん
に
ょ
う
…
稿
者
注
）
き
、

異
香
室
に
薫
じ
、
音
楽
西
に
聞
こ
え
、
聖
衆
東
へ
来
た
り
け
れ
ば
、

終
に
往
生
の
素
懐
を
遂
げ
さ
せ
た
ま
ふ
。
今
生
の
御
恨
み
は
一
旦
の

御
歎
き
な
り
。
後
生
成
仏
の
［
御
］
喜
び
は
類
無
き
御
事
ぞ
か
し
。
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姫
君
た
ち
の
退
場 

―
―
『
栄
花
物
語
』
巻
八
「
は
つ
は
な
」
伊
周
の
遺
言
の
周
辺
―
― 

  

二 

宮 

愛 
理 

 
 

 

は
じ
め
に 

  

い
つ
の
世
も
、
親
は
子
よ
り
先
に
死
ぬ
も
の
で
あ
る
が
、
子
を
遺
し
て
死
ぬ
親
の

不
安
や
心
配
も
ま
た
、
い
つ
の
世
に
も
あ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
平
安
の
世
も
例
外
で

は
な
い
。
現
存
最
古
の
歴
史
物
語
『
栄
花
物
語
』
に
は
、
死
期
を
迎
え
、
妻
子
を
遺

し
て
最
期
を
迎
え
る
父
親
た
ち
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。 

 

中
で
も
、
巻
八
「
は
つ
は
な
」
で
の
、
藤
原
伊
周
の
死
を
前
に
し
た
家
族
へ
の
訓

戒
の
場
面
は
、
一
家
全
体
が
重
苦
し
い
絶
望
の
雰
囲
気
を
ま
と
っ
て
い
る
。
二
人
の

娘
、
息
子
道
雅
、
北
の
方
を
前
に
、
も
う
長
く
な
い
こ
と
を
匂
わ
せ
、
没
落
に
よ
る

苦
労
や
屈
辱
を
予
想
し
、
今
後
の
身
の
振
り
方
、
自
ら
の
後
悔
を
子
供
た
ち
に
懇
々

と
語
り
掛
け
る
体
で
物
語
は
綴
ら
れ
て
い
る
。
二
人
の
娘
は
ま
だ
結
婚
前
の
身
で

あ
る
が
、
そ
の
結
婚
を
世
話
す
る
べ
き
父
で
あ
る
自
分
は
、
今
日
と
も
明
日
と
も
知

れ
ぬ
身
で
あ
る
。
頼
る
べ
き
母
（
伊
周
北
の
方
）
も
、
子
供
の
世
話
役
と
し
て
頼
み

に
で
き
る
よ
う
な
人
で
は
な
い
。
入
内
を
夢
見
て
大
事
に
育
て
た
娘
た
ち
は
今
後

ど
う
な
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
か
。
そ
ん
な
嘆
き
の
言
葉
に
続
い
て
、
伊
周
が
時
勢
に

つ
い
て
述
べ
た
「
今
の
世
の
こ
と
と
て
、
い
み
じ
き
帝
の
御
女
や
、
太
政
大
臣
の
女

と
い
へ
ど
、
み
な
宮
仕
に
出
で
立
ち
ぬ
め
り
」
と
い
う
一
節
が
あ
る
。
「
昨
今
は
、

貴
き
帝
の
御
息
女
や
太
政
大
臣
の
御
息
女
と
い
え
ど
、
み
ん
な
宮
仕
え
に
出
て
し

ま
う
よ
う
だ
。
同
じ
よ
う
に
自
分
の
子
供
た
ち
も
身
を
落
と
し
て
し
ま
う
の
だ
ろ

う
か
」
、
と
い
う
危
惧
に
加
え
て
、
「
そ
う
な
っ
た
ら
自
分
の
恥
だ
か
ら
何
と
か
踏

み
と
ど
ま
っ
て
く
れ
」
と
い
う
の
が
伊
周
の
最
後
の
願
い
で
あ
っ
た
。 

 

巻
八
「
は
つ
は
な
」
は
、
そ
の
中
関
白
家
没
落
の
仕
上
げ
と
も
い
う
べ
き
伊
周
の

死―
―

道
長
に
対
抗
し
よ
う
と
し
た
最
後
の
相
手
の
死
が
描
か
れ
る
。『
栄
花
物
語
』

を
読
み
解
く
上
で
、
伊
周
の
死
と
そ
の
遺
言
の
描
か
れ
方
を
追
究
す
る
こ
と
は
、
作

品
全
体
を
考
察
す
る
上
で
も
重
要
で
あ
ろ
う
。
本
稿
で
は
、
伊
周
の
遺
言
に
注
目
し
、

伊
周
を
は
じ
め
と
す
る
中
関
白
家
、
及
び
藤
原
為
光
と
そ
の
娘
に
対
し
て
の
『
栄
花

物
語
』
で
の
描
か
れ
方
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
。 

 

な
お
、
『
栄
花
物
語
』
を
始
め
と
す
る
古
典
作
品
の
引
用
は
特
に
断
り
の
な
い
場

合
、
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
（
以
下
、
新
編
全
集
と
略
称
）
に
よ
り
、
冊
数
と
頁

数
を
付
記
し
た
。
引
用
文
中
の
傍
線
等
は
特
に
断
り
の
な
い
場
合
、
引
用
者
に
よ
る
。

旧
字
、
旧
仮
名
遣
い
を
一
部
改
め
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。 

 

一
、
伊
周
の
遺
言
場
面 

 
 

伊
周
の
遺
言 

 

「
善
知
識
は
是
大
因
縁
な
り
」
と
［
経
］
文
に
在
る
も
理
か
な
。
形

容
は
咲
ふ
が
如
く
し
て
、 

端
坐
し
て
息
絶
え
た
ま
ひ
ぬ
。
則
ち
是
、

女
人
往
生
の
規
模
は
、
末
代
の
成
仏
の
手
本
な
り
と
云
々
。
（
灌
頂

巻
） 

【
盛
】
平
家
都
を
落
て
西
海
の
浪
に
漂
、
先
帝
海
中
に
沈
み
給
、
百
官
悉
亡

し
事
只
今
の
様
に
覚
え
て
、
其
愁
未
や
す
ま
ら
せ
給
は
ず
、
如
何
な

る
罪
の
報
に
て
、
露
の
命
の
消
や
ら
で
、
又
懸
事
を
聞
食
ら
ん
と
、

不
レ

尽
御
歎
打
続
せ
給
け
る
に
付
て
も
、
朝
夕
の
行
業
懈
ら
せ
給
は
ざ

り
け
る
が
、
御
歳
六
十
八
と
申
し
貞
応
三
年
の
春
の
比
、
五
色
の
糸

を
御
手
に
ひ
か
へ
、
南
無
西
方
極
楽
教
主
、
阿
弥
陀
如
来
、
本
願
悞

給
は
ず
、
必
引
摂
し
給
へ
と
祈
誓
し
て
、
高
声
に
念
仏
申
さ
せ
給
て

引
入
せ
給
け
れ
ば
、
紫
雲
空
に
聳
き
、
異
香
空
に
薫
じ
つ
ゝ
、
音
楽

雲
に
聞
ゆ
。
光
明
窓
を
照
し
て
、
往
生
の
素
懐
を
遂
さ
せ
給
け
る
こ

そ
貴
け
れ
。
二
人
の
尼
女
房
も
、
遅
速
こ
そ
有
け
れ
共
、
皆
如
二

本
意

一

、
臨
終
正
念
に
終
け
り
。 

泡
沫
無
常
の
世
の
習
、
分
段
輪
廻
の
里
の
癖
、
い
づ
く
か
常
住
の
所

な
る
。
誰
も
不
退
の
身
な
ら
ね
共
、
上
一
人
の
玉
の
台
よ
り
、
下
万

民
の
柴
の
枢
に
至
ま
で
、
今
も
昔
も
類
す
く
な
き
事
共
也
。
さ
れ
ば

女
院
の
今
生
の
御
恨
は
一
旦
の
事
、
善
知
識
は
是
莫
大
の
因
縁
な
り
、

昔
の
ご
と
く
后
妃
の
位
に
御
座
さ
ば
、
争
か
法
性
の
常
楽
を
ば
経
さ

せ
給
べ
き
、
源
平
両
家
の
諍
あ
り
て
憂
目
を
御
覧
じ
け
る
は
、
偏
に

往
生
極
楽
の
勝
因
の
き
ざ
し
け
る
に
こ
そ
と
、
心
あ
る
人
は
皆
貴
み

申
け
る
と
か
や
。
（
巻
四
八
） 

  

  
 

 
 

 

注 
 

（
1
）
服
部
幸
造
「
覚
一
本
『
平
家
物
語
』
に
お
け
る
女
人
往
生
」
『
国
語
国
文
学
』
二
十
三
号

（
一
九
八
二
年
八
月
） 

（
2
）
横
山
知
恵
「
延
慶
本
『
平
家
物
語
』
の
女
人
往
生
」
『
名
古
屋
大
学
国
語
国
文
学
』
一
〇

五
号
（
二
〇
一
二
年
十
二
月
） 

（
3
）
朴
知
恵
「
延
慶
本
『
平
家
物
語
』
に
於
け
る
女
人
往
生
」
『
文
学
研
究
論
集
』
四
十
八
号

（
二
〇
一
八
年
二
月
） 

（
4
）
拙
稿
「
『
平
家
物
語
』
は
女
人
往
生
を
ど
の
よ
う
に
描
い
て
い
る
か
」
松
田
浩
・
上
原
作

和
・
佐
谷
眞
木
人
・
佐
伯
孝
弘
編
『
古
典
の
常
識
を
疑
う
Ⅱ 

縦
・
横
・
斜
め
か
ら
書
き
か

え
る
文
学
史
』
（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
九
年
八
月
） 

（
5
）
「
女
人
往
生
は
中
世
文
学
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
て
い
る
か
ー
『
平
家
物
語
』

に
関
連
す
る
女
人
説
話
を
事
例
と
し
て
」
伝
承
文
学
研
究
会
第
四
五
五
回
東
京
例
会
（
於

学
習
院
女
子
大
学
、
二
〇
一
八
年
一
二
月
） 

 

附
記 

本
稿
は
、JSPS

科
研
費
・
若
手19K

13079

「
中
世
期
か
ら
近
世
前
期
に
お

け
る
平
家
物
語
に
ま
つ
わ
る
文
芸
領
域
及
び
文
化
の
動
態
に
関
す
る
研

究
」
の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
す
。 

 

（
も
り 

さ
と
こ
・
九
州
産
業
大
学
准
教
授
） 
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